













　　This paper will deal with the initial stage of the United Nations Interim Force in Leb-
anon (UNIFIL). UNIFIL could not implement its three mandates adopted in UN Security 
Council Resolution 425 (1978). It is mainly because some intrinsic conditions in conduct-
ing peacekeeping operations were not met in South Lebanon. Afterwards, Israel conducted 
military campaigns against PLO and Hezbollah in South Lebanon four times, bypassing 
UNIFIL. Such Israel's behaviors are due to the immature activities by UNFIL on the early 
stage. The case of UNIFIL encourages more robust peacekeeping in the future.





A Historical Analysis on UNIFIL:




















引き離し、停戦監視をするという「第 1次国連緊急隊」（First UN Emergency Force: 
UNEF I, 1956-1967）であった。そして、今回のイスラエル軍と南レバノンに駐留する武
装グループとの停戦や撤退の監視には、1978年より「国連南レバノン暫定軍」（UN In-











































心とするレバノン陸軍と PLOとの間で 1969年 5月から 10月まで交戦状態が続いた。そ


























　1978年 3月 11日、イスラエルの都市テルアビブ近郊で運行されているバスに PLO部
隊が砲撃した。その後、イスラエル軍兵士と PLOゲリラ兵士との間で銃撃戦が勃発し、









































果、同年 5月に採択された国連安保理決議 427では、その予定規模が 6,000人に増員さ




703人、ナイジェリア 669人、アイルランド 665人、ネパール 642人、セネガル 634人、




視機構（UN Truce Supervision Organization: UNTSO, 1948-現在）より 42名の軍事監
視団が、UNIFIL任務を援助するため、1978年 4月 1日よりレバノン監視グループ（Ob-
































ラエル軍は、リタニ川（The Litani River）の南東部から撤退した。しかし、1978年 6月
13日、イスラエル軍は撤退の最終段階として南レバノンの残りの全地域から撤退する際



































































の確約にもかかわらず、このレバノン政府軍の歩兵部隊は 1978年 7月 31日、UNIFIL
駐留地域の北西部に位置するカウカバ（Kawkaba）という町を進軍中、ハダド率いる
DFFから砲撃を受け、更なる進軍を阻止された。17






























































（Second UN Emergency Force: UNEF II, 1973-79）と比較すると、米ソのような超大国
の外交レベルにおける、双方の紛争への対応が全く異なっていた事は特筆すべきである。




































































































































なっていった。そしてイスラエル軍は、1990年代において 1993年そして 1996年の 2度
にわたって大規模にヒズボラに対して軍事攻勢をかけている。（それぞれ Operation Ac-



































　28年間にわたって駐留し続けた UNIFILは、2006年 7月 31日にようやくその任務を
終了する計画であった。しかしこのイスラエル軍の突然の南レバノンへの再度の侵攻によ
り、その計画は振り出しに戻った形となった。そして同年 8月 11日に採択された国連安































Litani）、その後 UNIFILが設立された後にも、1982年（Operation Peace for Galilee）、
1993年（Operation Accountability）、1996年（Operation Grapes of Wrath）、そして今回





















































レバノンに駐留し続けた UNIFILに対して総括すべきである。2006年 8月 11日、国連
安全保障理事会決議 1701において採択された、UNIFILの現在の約 2,000人から 15,000
人への大幅増員に関しては、現行の国連憲章 6章に基づいた行動でも、6章の内容に盲目
的にならないような政策が必要であろう。具体的には、旧ユーゴスラビアで行われた、
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